
check

先日地域の皆さんに募集した人権標語
につきまして、たくさんのご応募あり
がとうございました。

選ばれた標語は川尻公園内の人権啓発
看板に掲載される予定です。完成を楽
しみにお待ちください。

▼
ロ
バ
さ
ん
の
認
知
症
コ
ツ
コ
ツ
情
報
便

　
講
座
は
、
福
山
市
民
（
お
お
む
ね
十
人
以
上
）
の
団
体

を
対
象
に
、
講
師
を
無
料
で
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
講
座
の
内
容
は
、
『
認
知
症
と
は
』
、
『
認
知
症
の
症

状
』
、
『
認
知
症
の
診
断
・
治
療
』
、
『
周
り
の
人
が
で

き
る
心
が
け
』
な
ど
で
す
。
講
座
を
受
け
ら
れ
る
と
、
修

了
の
証
と
し
て
『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
カ
ー
ド
』
な
ど
が

配
布
さ
れ
ま
す
。

　
テ
キ
ス
ト
は
小
学
生
・
中
学
生
・
大
人
用
の
３
種
類
が

あ
り
ま
す
。
小
学
生
に
は
紙
芝
居
を
用
い
な
が
ら
伝
え
た

り
、
大
人
の
方
に
は
本
人
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通

じ
て
気
持
ち
や
希
望
を
知
る
機
会
を
も
っ
て
い
ま
す
。
講

座
を
受
講
し
た
小
学
生
か
ら
は
、
「
認
知
症
の
人
が
不
安

な
気
持
ち
に
な
っ
た
ら
、
や
さ
し
く
声
か
け
を
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
」
「
認
知
症
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　
受
講
希
望
や
講
座
に
つ
い
て
は
、
希
望
日
の
１
ヶ
月
以

上
前
ま
で
に
、
事
務
局
の
福
山
市
高
齢
者
支
援
課
（
電

話
：
０
８
４－

９
２
８－

１
０
６
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』

で
す
。

　
こ
の
コ
ラ
ム
の
タ
イ
ト
ル
「
ロ
バ
さ
ん
」
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ロ
バ
隊
長
」

に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
高
齢
者
人
口
の

増
加
に
よ
る
認
知
症
対
策
を
背
景
に
二
〇
〇
五
（
平
成
十

七
）
年
か
ら
始
ま
り
、
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
養
成
講
座
を
受
講
し
た
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、

何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
な
く
、
認
知
症
に
関
す

る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、
地
域
や
職
場
で
認
知
症

の
人
や
家
族
に
対
し
て
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
の
手
助

け
を
す
る
人
で
す
。

　
認
知
症
は
、
決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
誰
に
と

っ
て
も
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
正
し
く
知
る
こ
と

で
、
身
近
に
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
地
域
で
お
互
い

に
声
を
か
け
合
う
中
で
も
、
変
化
に
気
づ
け
た
り
、
助
け

合
い
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
福
山
市
で
は
、
二
〇
二
五
（
令
和
七
）
年
三
月
末
現
在

の
二
〇
年
間
で
、
三
万
六
千
人
以
上
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
養

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
西
南
部
エ
リ
ア
で
も
、
近
年
は

小
学
校
や
地
域
住
民
等
か
ら
依
頼
を
受
け
、
認
知
症
に
対

す
る
普
及
啓
発
に
向
け
て
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

How to Use the Center

▶人権標語応募のお礼

From the Support Center

◇交流館を使用する際は、事前に登録のうえ、使用許可申　　
　請書の提出か、電子申請を行ってください。

◇使用後は必ず掃除をし、戸締り・電気・火の元の確認を
　してください。

◇ごみ、私物等は使用団体で持ち帰ってください。

◇使用後は事務室前カウンターの上にある、使用報告書に
　記入してください。

▶交流館利用の際のお願い

本誌内の掲載文章の音読が必要な方は、お気軽に高西交流館までご連絡ください。
ほんしない けいさいぶんしょう おんどく ひつよう かた きがる たかにしこうりゅうかん れんらく

連
続
コ
ラ
ム
　
冬
号

福
山
市
西
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
４－

９
３
３－
６
２
７
２


